
船舶事故等調査報告書 

平成２７年２月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４長第９３号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２６年８月２２日 ００時２０分ごろ 

発生場所 長崎県五島市奈留島汐
しお

池
いけ

鼻
ばな

北東方沖 

 五島市所在の遠
と

見
め

三等三角点から真方位０４５°２,０００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°５１.１′ 東経１２８°５７.９′） 

事故等調査の経過  平成２６年１０月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第一喜
き

久
く

丸、１９トン 

 ＮＳ２－２４０７９（漁船登録番号）、有限会社喜久丸水産 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 左舷船体中央部に破口、ビルジキールに破損、プロペラ翼に曲損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか９人が乗り組み、船長が操船して手動操舵により

汐池鼻北東方沖を北進中、船の進行方向を確認するためＧＰＳプロッ

ターを見たところ、陸岸に接近していることを知り、慌てて減速し、

後進をかけたが、平成２６年８月２２日００時２０分ごろ汐池鼻北東

方沖の浅所に乗り揚げた。 

 本船は、後方を航行していた僚船に救助され、同船に伴われて自力

で五島市の浦漁港へ向かい、造船所へ上架された。 

 気象・海象 気象：天気 小雨、風向 南西、風速 約１m/s、視界 不良 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 低潮時 

 その他の事項  本船の本事故当時の喫水は、船首約２.０ｍ、船尾約３.０ｍであっ

た。 

 船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させていたが、本事

故直前まで、それらの画面をよく確認していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、視界不良の状況下、汐池鼻北東方沖を北進中、船長が、船

位の確認を適切に行っていなかったことから、汐池鼻北東方沖の浅所

に接近していることに直前まで気付かず、ＧＰＳプロッターを見て陸

岸に接近していることを知り、減速し、後進をかけたものの、同浅所

に乗り揚げたものと考えられる。 



原因  本事故は、夜間、本船が、視界不良の状況下、汐池鼻北東方沖を北

進中、船長が、船位の確認を適切に行っていなかったため、汐池鼻北

東方沖の浅所に接近していることに直前まで気付かず、同浅所に乗り

揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・レーダー及びＧＰＳプロッターを活用して、船位の確認を行うこ

と。 

 


